
平成31年度事業計画  

  

Ⅰ．総括  

本年（2019年）は、今上陛下のご譲位による改元があり、時代の大きな区切りとなる年である。 

他にも、4月の統一地方選挙、7月の参院選、10月の消費税10％など、さまざまな面で大きな変化が予

測される。ラグビーワールドカップが開催され、東京五輪・パラリンピック開催も一年前となる。 

本会においても今年度はいよいよ関東甲信越診療放射線技師学術大会・東京大会が開催となる。2年

前のキックオフミーティングで大会テーマを『つながる医療 つなげる“和”～One for all，All for one』

と決定して準備を進めている。「つながる」「つなげる」にチーム医療推進やその手段、目的、理念と

なるさまざまな要素に“和”の意志を込め、サブタイトルについては「一人は皆のために、皆は一つの
．．．

目的
．．

のために」という思いを重ねた。 

また、この学術大会は現状の体制で進めていくだけで済ませてはいけない重要な使命を持った事業

でもあると位置づけている。「次世代を育成し引き継いでいく」ということが大きな目的であり、多

くの会員の皆さまに“参画”をしていただきたいと思う。2020年の創立 70周年、2021年の第 37回診

療放射線技師学術大会＋アジアオーストラレーシア放射線技師学術会議（AACRT）にもつながる
．．．．

重要な

事業である。 

なお、第37回～AACRTについては、会場が東京国際展示場（東京ビッグサイト）に決まった。こち

らもいよいよ各方面の具体的な準備活動がスタートとなる。 

われわれは国民の信頼にこたえ、医療安全の確保、医療及び公衆衛生の向上に寄与すべく今年度も「チ

ーム医療を推進し、国民及び世界に貢献する診療放射線技師の育成」をスローガンとして各種事業を展

開していく。そして、高性能化・多様化する医療機器、高度化する医療技術を学ぶ機会を供するととも

に、エビデンスに基づいた医療技術を発展・普及させていかなければならない。診療放射線学の発展に

寄与すると共に生涯教育・専門教育・各種認定・業務範囲の拡大に伴う研修など、公益社団法人日本診

療放射線技師会をはじめとした関連団体と適切に連携・協力しながら推進していく所存である。また、

被ばく相談、各種検査受診の啓発や不安解消、骨密度測定、マンモ触診体験、ピンクリボン運動への参

加など、都民の中に入っていく公益事業も引き続き推進する。災害対応への意識を風化させないために、

防災・減災・緊急被ばく医療・BCP（事業継続計画）などもＳＲ推進委員会を中心に活動していく。 

法改正による「診療放射線技師の業務拡大」に伴う統一講習会も今年度も継続して実施する。現在の

職務に直接必要がなくても、診療放射線技師職としての業務範囲拡大であるので、新カリキュラムによ

る教育修了の学生が卒業してくるまでの間にできるだけ多くの既卒者に速やかに受講していただきた

い。目先のことだけではなく、更なる業務拡大や将来的な本質的法改正への重要なステップと認識して

いただきたい。診療放射線技師の役割として、検像や読影の補助、いわゆる一次読影の定義や質の担保、

更なる業務範囲の拡大や疑義照会などの導入も視野に入れる必要がある。 

 以上のように、本年・1年後・2年後に向けて、同時進行的な動きが必要となる。ビジョンというのは、

望ましい姿・訪れるであろう未来から現在に投影して、今何をすべきか考えることである。もちろん、

それぞれの事業について、時系列延長線上に考え都度対処していくことも必要となる。しかし、考え方

の基本としては、先に目標や形を決めて今しておくことを考えることが重要である。 

役員、会員各位には、一層のご支援・積極的な会務への参画をお願いする次第である。



Ⅱ．定款に基づく本会の事業  
 
（目的） 

 この法人は、診療放射線学の向上発展と放射線障害の防止に関する事業を推進するとともに、東京都

における診療放射線技師の職業倫理を高揚することにより、放射線検査・治療技術の質の確保と都民の

健康および医療、ならびに保健の質の維持発展に寄与することを目的とする。 

 

（事業） 

 この法人は、前項の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（1）診療放射線学の向上のための学術及び科学技術の振興、並びに調査研究を目的とする事業 

（2）放射線医療及び放射線障害防止に関する啓発普及事業 

（3）放射線関連機器の安全管理を推進する事業 

（4）医療、公衆衛生に関する関連機関団体との連携協調の促進 

（5）前各号の主旨を目的とした学術誌の刊行 

（6）その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

 
1．診療放射線学の向上のための学術及び科学技術の振興、並びに調査研究を目的とする事

業、及び放射線関連機器の安全管理を推進する事業 

 東京都民、本会会員、診療放射線技師および医療従事者を対象に下記の事業で知識の啓発普及を行い

ます。また診療放射線技師においては、職業倫理を高揚し保健の質の維持発展および公衆衛生の向上に

寄与します。この事業を通して、放射線災害や放射線事故に備えて、会員および広く診療放射線技師に

対して緊急事態時における放射線測定や放射能除去の訓練を常日ごろより行うとともに、東京都民に対

する啓発や知識の普及を行います。これらの広報は、本会学術誌やホームページを通じて公表します。 

 

1） 2019年度関東甲信越診療放射線技師学術大会 

開催時期：6月29日、30日 

開催場所：一橋講堂、学士会館 

 主  催：公益社団法人東京都診療放射線技師会、公益社団法人日本診療放射線技師会、一般社団法

人群馬県診療放射線技師会、一般社団法人山梨県診療放射線技師会、一般社団法人栃木

県診療放射線技師会、公益社団法人神奈川県放射線技師会、公益社団法人茨城県診療放

射線技師会、一般社団法人千葉県診療放射線技師会、公益社団法人埼玉県診療放射線技

師会、一般社団法人長野県診療放射線技師会、一般社団法人新潟県診療放射線技師会 

 後  援：開催場所の市区町村および東京都、公益社団法人日本放射線技術学会東京支部 

 実施内容：関東甲信越診療放射線技師学術大会は、2009年度から1都9県の（診療）放射線技師会が順

番に実行委員として企画・運営の任を担い、毎年開催され、診療放射線技術学の向上・職

能倫理・意識高揚を旨として発展してきております。学術大会では、患者医療に関する学

術発表、特別講演、教育講演、シンポジウム、ワークショップを実施します。講師は、診

療放射線技師、医師、看護師をはじめ多くのメディカル分野の専門家や有識者を招いてい

ます。市民公開講座は、第一人者の先生をお招きし、参加される市民・学生・会員の方々

の学びの場も創出いたします。 

参加人数：約1000人 

 



2）サマーセミナー 

 開催時期：8月 

 開催場所：東京都内のイベントホールまたは大学病院の講堂など 

 主  催：公益社団法人東京都診療放射線技師会 

 実施内容：最新の診療放射線機器の情報提供を機器メーカー側とユーザーである会員側から、それぞ

れの立場で講演を行います。また放射線災害や放射線事故に備えて、緊急事態時における

放射線測定や放射能除去の方法を実習など取り入れながら行います。 

 

3）ウインターセミナー 

 開催時期：2月 

 開催場所：東京都内のイベントホールまたは大学病院の講堂など 

 主  催：公益社団法人東京都診療放射線技師会 

 実施内容：最新の診療放射線機器の情報提供を機器メーカー側とユーザーである会員側から、それぞ

れの立場で講演を行います。また放射線災害や放射線事故に備えて、緊急事態時における

放射線測定や放射能除去の方法を実習など取り入れながら行います。 

 

4）メディカルマネジメント研修会 

 開催時期：11月 

 開催場所：東京都内のイベントホールまたは大学病院の講堂など 

 主  催：公益社団法人東京都診療放射線技師会 

 実施内容：診療放射線技師をはじめ医療職の管理職を対象に危機管理や経営学をはじめ、各業界から

専門家を招いて研修を行います。 

 

5）合同学術講演会 

 開催時期：10月 

 開催場所：東京都内のイベントホールまたは大学病院の講堂など 

 主  催：公益社団法人東京都診療放射線技師会・公益社団法人日本放射線技術学会東京支部 

 実施内容：東京都内の診療放射線技師が所属する2団体での合同企画であり、講師に診療放射線技師

はもとより、医師、看護師をはじめとしたメディカルスタッフ分野の専門家、および有識

者を招きます。 

 

6) 日暮里塾ワンコインセミナー 

開催回数：年間10回程度（不定期開催） 

開催場所：東京都診療放射線技師会研修センターまたは大学病院などの研修施設 

主  催：公益社団法人東京都診療放射線技師会 

実施内容：診療放射線技師をはじめ、医療職や一般も対象に、放射線技術や患者接遇などに関する研

修を行っています。入場制限はありませんが、会場整理費を徴収しています。 

参加人数：約50人 

 

7) 支部研修会 

開催回数：年間5回程度（不定期開催） 

開催場所：東京都診療放射線技師会研修センターまたは大学病院などの研修施設 

主  催：公益社団法人東京都診療放射線技師会 各支部 

実施内容：診療放射線技師をはじめ、医療職や一般も対象に、放射線技術や患者接遇などに関する研



修を行っています。入場制限はありませんが、会場整理費を徴収しています。 

参加人数：約50人 

 

8) 地区研修会 

開催回数：年間16回程度（不定期開催） 

開催場所：東京都診療放射線技師会研修センターまたは大学病院などの研修施設 

主  催：公益社団法人東京都診療放射線技師会 各地区 

実施内容：診療放射線技師をはじめ、医療職や一般も対象に、放射線技術や患者接遇などに関する研

修を行っています。入場制限はありませんが、会場整理費を徴収しています。 

参加人数：約50人 

 

9）診療放射線技師の民間の給与、放射線医療に関する実態調査および各種研修会および講演会にてア

ンケートを実施し、その動向を調査し、今後の活動に生かす情報取得に努めます。これらの情報は、

学術誌やホームページを通じて公表します。 

 

 

2．放射線医療及び放射線障害防止に関する啓発普及事業 

 東京都民を対象に下記の事業にて放射線医療および放射線障害防止の知識の啓発普及を行います。そ

れぞれのイベントでは展示ブースなどを設置し、写真やパネルの展示、パンフレットおよび本会学術誌

の配布を行います。また一般参加者からの医療被ばく相談や放射線に関する質問に対しては、会員が応

対し、無料で適切なアドバイスを行います。これらの広報は、本会学術誌やホームページを通じて公表

します。 

 

1）ピンクリボンウオーク2019 

 開催時期：4月 

 開催場所：お台場 

 主    催：認定NPO法人乳房健康研究会 

 実施内容：放射線検査Q&A、医療被ばく相談、模擬乳房の乳がん触知体験、パンフレット配布、学術

誌配布 

 

2）看護フェスタ2019 

 開催時期：5月 

 開催場所：新宿駅西口広場イベントコーナー 

 主  催：公益社団法人東京都看護協会 

 実施内容：放射線検査Q&A、医療被ばく相談、模擬乳房の乳がん触知体験、パンフレット配布、学術

誌配布 

 

3）2019年度練馬区健康フェスティバル 

 開催時期：10月 

 開催場所：としまえん 

 主   催：練馬区健康部 

 実施内容：放射線検査Q&A、医療被ばく相談、骨密度測定、放射線クイズ、パンフレット配布、学術

誌配布 

 



4）中央区健康福祉まつり2019 

 開催時期：10月 

 開催場所：中央区保健所 

 主    催：中央区健康福祉まつり実行委員会、中央区、中央区社会福祉協議会 

 実施内容：放射線検査Q&A、医療被ばく相談、模擬乳房の乳がん触知体験、放射線クイズ、パンフレ

ット配布、学術誌配布 

 

5）OTAふれあいフェスタ2019 

 開催時期：11月 

 開催場所：ボートレース平和島 

 主    催：OTAふれあいフェスタ実行委員会、大田区 

 実施内容：放射線検査Q&A、医療被ばく相談、模擬乳房の乳がん触知体験、骨密度測定、パンフレッ

ト配布、学術誌配布 

 

6）第35回東村山市民健康のつどい 

 開催時期：11月 

 開催場所：東村山市いきいきプラザ  

 主    催：市民健康のつどい実行委員会、東村山市 

 実施内容：放射線検査Q&A、医療被ばく相談、模擬乳房の乳がん触知体験、パンフレット配布、学術

誌配布 

 

7）放射線検査や医療被ばくに関する相談への対応 

 ホームページを利用して一般の方からの放射線検査や医療被ばくに関する質問に適切にアドバイス

を行います。 

 

8）その他 

 東京都診療放射線技師会の主催で都民講演会やレントゲン週間イベントの単独開催を計画中。 

 

 

3．放射線関連機器の安全管理を推進する事業 

東京都民、本会会員、診療放射線技師および医療従事者を対象に下記の事業で放射線関連機器の完全

管理の推進を行います。またこれらの広報は、本会学術誌やホームページを通じて公表し、各種セミナ

ーにて、放射線関連機器の安全管理に関する知識の普及を行います。 

 

 

4．医療、公衆衛生に関する関連機関団体との連携協調の促進 

1）東京都福祉保健局医療政策部と連携を図り、医療従事者ネットワークに参加する医療専門職関連団

体との連携を強化し、医療におけるさまざまな諸問題について協議を行い、改善を図ります。 

2）公益社団法人日本診療放射線技師会の生涯教育セミナー、臨床実習指導教員、放射線機器管理士お

よび放射線管理士講習会などの事業に協力します。関東甲信越診療放射線技師学術大会を共催し、関

東甲信越地域の放射線技師会との連携を図ります。 

3）放射線関連団体、医療関連機関、医療関連職能団体との交流を促進します。 

4）東京都内の診療放射線技師を養成する大学などと連携し、本会刊行物の無料配布を通じて診療放射

線技師が果たす医療の役割を理解していただく啓発活動を行います。 



5．前各項目の主旨を目的とした学術誌の刊行 

1）学術誌「東京放射線」の刊行。 

 月刊誌「東京放射線」を発行し、会員に配布するとともに国立国会図書館、医療関連機関、全国の放

射線技師会および診療放射線技師を養成する大学などに寄贈します。またイベントの展示ブースにて、

都民をはじめ一般の方に広く配布します。 

2）本会の活動に関する図書の刊行。 

診療放射線技師および放射線医療に役立つ学術資料を刊行します。 

 

 

6．その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

1）診療放射線技師の生涯教育を行います。 

 診療放射線技師のエキスパートにより、少人数制で専門的で高度な技術を習得し、診療放射線技師の

生涯教育の目的で行います。またフレッシャーズセミナー、各種基礎技術講習、業務拡大に伴う統一

講習会など、公益社団法人日本診療放射線技師会との共催として開催し、技師としての礎を築くこと

ができるようにいたします。これらを通じて入会促進に努めます。 

2）専門技術および資格の取得に向けた講習会を行います。 

他団体と連携を図り、専門技術のさらなる習得と認定技師制度に基づく取得を目的に、きめこまかな生涯教

育、MRI集中講習会を開催します。 

3）本会は、定款諸規程および内規に則って運営を行います。この定款諸規程を現状の組織運営に適し

た修正作業を行います。 

4）組織の活性化、新卒者などの入会促進のための活動を行います。更に雇用の促進と確保に努めます。 

5）会員の中から、叙勲、厚生労働大臣表彰、東京都知事表彰、医療功労者表彰などへの申請を行いま

す。また本会における規定の表彰を行います。 

6）地球環境保全活動の推進のため、地域の清掃活動などに参加します。また禁煙運動を促進し、健 

康の普及を推進します。 



Ⅲ．委員会事業計画 

 2019年度の各委員会の事業計画が次のように企画されています。会員の皆さまのご協力お願いします。

なお、日時および詳細につきましては当該委員長にお問い合わせください。 

 

1．専門部委員会 

総務委員会 

・定款に基づく本会の事業の推進を図る。 

・委員会を年6回開催する。 

・総会の準備を行う。 

・理事会の準備を行う。 

・中間監査の準備を行う。 

・期末監査の準備を行う。 

・新春のつどいの準備を行う。 

・役員研修会の準備を行う。 

・役員選挙の準備を行う。 

 

庶務委員会 

・定款に基づく本会の事業の推進を図る。 

・委員会を年4回開催する。（不定期） 

・会員データベースの再構築を目的に、会員一人ひとりの調査を行う。 

・委員長と委員との情報の共有化に努める。 

・会員動向の調査を行い、会員維持の方策を検討する。 

 

編集委員会 

・定款に基づく本会の事業の推進を図る。 

・委員会を年12回開催する。（毎月第2〜3週にて会誌の再校・企画を行う） 

・会誌の初校（毎月第1週）、三校（毎月第3週）を紙面およびPDFファイルを使用しおこない翌月１日に

発行する。 

・新連載などの企画検討を行う。 

・過去の写真データの電子化ならびに管理システムを構築する。 

・会誌進呈先の再検討を行う。 

・代議員による総会の記録などの方法を検討する 

・研修会や各種イベントなどへの取材及び会誌への掲載方法の検討（活性化促進）を行う。 

・2019年関東甲信越診療放射線技師学術大会の広報活動検討 

・本会創立70周年記念誌発行の準備を検討する。 

・「東京放射線」表紙デザイン変更を検討する。 

 

学術教育委員会 

・定款に基づく本会の事業の推進を図る。 

・委員会を年12回開催する。（毎月第1水曜日開催予定） 

・サマー・ウインターセミナーを開催する。（2019年8月、2020年2月開催予定） 

・きめこまかな生涯教育を開催する。（2019年5月、10月、2020年2月開催予定） 

・日暮里塾ワンコインセミナーを開催する。（地区との合同開催も含み適時開催予定） 



・メディカルマネジメント研修会を開催する。（2019年11月第2木曜日開催予定） 

・合同学術講演会を開催する。（2年9月第2木曜日開催予定） 

・MRI集中講習会を開催する。（2020年2月開催予定） 

・日本診療放射線技師会の委託事業を実施する。（基礎技術講習、フレッシャーズセミナー等） 

・関東甲信越学術大会企画 

 

広報委員会 

・定款に基づく本会の事業の推進を図る。 

・行政イベント参加 

① 4月：ピンクリボンウオーク2019（お台場） 

② 5月：看護フェスタ2019（新宿駅西口広場イベントコーナー） 

③ 10月：2019度練馬区健康フェスティバル（としまえん） 

④ 10月：中央区健康福祉まつり2019（中央区保健所） 

⑤ 11月：OTAふれあいフェスタ2019（ボートレース平和島） 

⑥ 11月：第35回東村山市民健康のつどい（東村山市役所いきいきプラザ） 

・イベント主催 

 レントゲン週間（※イベント名、開催時期、開催場所は未定） 

・物品借用 

① 10月：板橋フェスティバル 

② 10月：神田明神イベント 

③ 11月：板橋区民まつり 

④ 11月：Around杉並健康ライフ 

 

厚生調査委員会 

・定款に基づく本会の事業の推進を図る。 

・会員へ必要とされる情報の収集活動と分析・都民への診療放射線技師の認識調査および広報活動・会

員への親睦活動を中心に事業を展開する。 

・委員会を年10回開催する。 

・業務関係・給与関係・技師会活動関係等のいずれかをテーマに実態アンケート調査を1回行う。 

・使用済み切手の収集活動を行う。 

・新たなアンケート調査方法を検討する。 

・災害関係への募金活動を行う。 

・会員親睦行事を開催する。 

 

情報委員会 

・定款に基づく本会の事業の推進を図る。 

・ホームページ定期・随時更新。 

・ホームページ保守・管理。 

・Webレスポンシブ対応ページ等の制作。 

・月一回情報委員会会議。 

 

 

 

 



渉外委員会 

・定款に基づく本会の事業の推進を図る。 

・表彰委員会（2回）の開催準備を行う。 

・渉外委員会を適宜開催する。 

・2020年叙勲への推薦。 

・2020年東京都功労者表彰への推薦。 

・小野賞、功労賞等の総会表彰。 

・日本診療放射線技師会へ永年勤続表彰等の推薦。 

・その他関連団体における表彰への推薦。 

・創立70周年記念事業準備。 

 

 

2．地区（支部）委員会 

第1地区 

・地区委員会を年 11 回開催する。（原則：8月を除く毎月第3火曜日に開催する） 

・地区研修会を開催する。（日時・場所：未定） 

・城東支部研修会を開催する。（日時・場所：未定） 

・中央区健康福祉まつりに参加する。（予定：2019年10月下旬頃） 

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。 

・小野賞を選考する。 

・技師会への入会促進を図る。 

・技師会行事について、地区会員へ広報を行う。 

① 地区･支部研修会 ②各種研修会･講演会 ･セミナー ③学術大会（日本診療放射線技師会・関東

甲信越地域）④ 新春のつどい等 

 

第2地区 

・地区（研修会・情報交換会）を開催する。（予定：2019年9月） 

・支部研修会を開催する。（予定：2019年7月） 

・地区委員会を年間10回開催する。 

・未入会者には積極的にパンフレットを郵送し、また電話・メール等で積極的に入会促進をはかる。 

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。 

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。  

・地区会員連絡網のメンテナンスを行う。 

・小野賞を選考する。 

・中央区健康福祉まつり参加。（放射線クイズ・乳房しこり触診体験、予定：2019年10月第4日曜日） 

・中央区クリーンデー参加。（予定：2019年5月第4日曜日） 

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。 

① 総会 ②学術研修会 ③きめこまかな生涯教育 ④学術大会（日本診療放射線技師会・関東甲

信越地域）⑤学術講演会 ⑥スポーツ大会 ⑦新春のつどい等 

 

第3地区 

・地区（研修会・懇親会）を開催する。（予定：2019年11月頃） 

・支部研修会を開催する。（予定：2020年2月頃） 

・地区委員会を年11回開催する。（毎月第3木曜日開催原則） 



・未入会者には積極的に電話・メール等で入会促進をはかる。 

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。 

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。  

・地区会員連絡網のメンテナンスを行う。 

・小野賞を選考する。 

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。 

① 総会 ②学術研修会 ③きめこまかな生涯教育 ④学術大会（日本診療放射線技師会・関東甲

信越地域）⑤学術講演会 ⑥スポーツ大会 ⑦新春のつどい等 

 

第4地区 

・地区主催活動（おもに研修会）を通じて活性化を図る。 

・会員入会の促進を行うと主に委員の選出。 

・2019年の関東甲信越学術大会に向けて積極的な協力と参加を図る。 

・城南支部研修会の開催を行う。 

・第４地区研修会を開催する予定。 

・第16地区との合同研修会開催を行う。 

・OTAふれあいフェスタへの積極的な協力と参加。 

・地区委員会を年6から8回開催する。（隔月第2木曜日開催原則） 

・地区委員会を年6から4回メール会議にて開催する。 

・未入会者には積極的に入会促進をはかる。 

・地区会員名簿のメンテナンスを行い活動・情報伝達の充実を図る。 

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行い充実した地区活動に繋げる。 

・総会に向けて地区委員および代議員の情報伝達の充実を図る。 

・地区委員が積極的に本部・各支部行事に参加し会全体の活性化を図る。 

・支部内の地区との連絡を密にし、連携を強化していく。 

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。 

① 総会 ②学術研修会 ③きめこまかな生涯教育 ④学術大会（日本診療放射線技師会・関東甲

信越地域）⑤学術講演会 ⑥親睦行事 ⑦新春のつどい ⑧OTAふれあいフェスタ等 

 

第5地区 

・地区（研修会・情報交換会）を開催する。（2020年2月頃） 

・支部学術研修会を開催する。（2019年10月頃） 

・地区委員会を年11回開催する。 

・パンフレット（東放見聞五録/5地区だより）を郵送し、積極的に会員との情報共有と活性化を図る。 

・地区行事に参加した非会員にパンフレットを配布し、入会促進を図る。 

・地区会員名簿の確認と更新を行う。  

・小野賞を選考する。 

・荒川クリーンエイド活動などに参加し、社会貢献と環境保全を促進する。 

・東京都診療放射線技師会行事を地区会員へ呼びかけ参加を促進する。 

① 総会 ②学術・教育企画 ③学術大会（日本診療放射線技師会・関東甲信越地域）④学術講演

会 ⑤スポーツ大会 ⑥新春のつどい等  

 

第6地区 

・地区（研修会・情報交換会）を開催する。（予定：研修会3月） 



・支部研修会を開催する。（予定：9月又は10月） 

・地区委員会を年6回開催する。（奇数月 第３水曜日開催原則） 

・必要に応じてその都度、臨時の地区委員会を開催する。 

・未入会者には積極的に入会促進をはかる。 

・地区会員名簿の更新を行う。 

・地区委員会連絡網の更新を行う。  

・小野賞を選考する。 

・2019年関東甲信越診療放射線技師学術大会に参加する。 

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。 

① 総会 ②新春のつどい ③学術研修会 ④学術大会（日本診療放射線技師会・関東甲信越地域

など）⑤学術講演会 ⑥会員レクリエーション大会などの親睦事業、等 

 

第7地区 

・地区委員会を開催する。（予定：奇数月第３金曜日開催予定） 

・支部学術研修会を開催する。（予定：未定） 

・中央区健康福祉まつりに参加する。（予定：2019年10月） 

・未入会者には積極的にパンフレットを郵送し、また電話・メール等で積極的に入会促進をはかる。 

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。 

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。 

・地区会員連絡網のメンテナンスを行う。 

・小野賞を選考する。 

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。 

① 総会 ②学術研修会 ③きめこまかな生涯教育 ④学術大会（日本診療放射線技師会・関東甲

信越地域）⑤学術講演会 ⑥スポーツ大会 ⑦新春のつどい等 

 

第8地区 

・地区研修会を開催する。（予定：2月） 

・地区情報交換会を開催する。（予定：9月） 

・地区委員会を年8回以上開催する。（理事会月 第2木曜日開催原則 メール会議もあり） 

・入会促進を勧めると共に未納退会会員を少なくする。 

・次期地区委員候補を探し、地区委員メンバーの活性化を行う。 

・小野賞を選考する。 

・城南支部の地区（4・8・11・15）間の連携を強化する。 

・OTAふれあいフェスタ2019に参加する。 

・地区紹介ページの更新。 

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行い、参加率の向上を目指す。 

① 学術研修会 ②きめこまかな生涯教育 ③学術大会（日本診療放射線技師会・関東甲信越地域）

④学術講演会 ⑤スポーツ大会 ⑥新春のつどい等 

 

第9地区 

・地区（研修会・情報交換会）を開催する。（予定：2019年7月） 

・支部研修会を開催する。（予定：2019年8月） 

・地区委員会を年10回開催する。 

・未入会者には積極的にパンフレットを郵送し、また電話・メール等で積極的に入会促進をはかる。 



・地区会員名簿のメンテナンスを行う。 

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。  

・地区会員連絡網のメンテナンスを行う。 

・小野賞を選考する。 

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。 

① 総会 ②学術研修会 ③きめこまかな生涯教育 ④学術大会（日本診療放射線技師会・関東甲

信越地域）⑤学術講演会 ⑥スポーツ大会 ⑦新春のつどい等 

 

第10地区 

・地区（研修会・懇親会）を開催する。（予定：2020年3月頃） 

・地区委員会を年10回開催する。 

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。 

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。  

・小野賞を選考する。 

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。 

① 総会 ② 研修会 ③ 統一講習会 ④ 学術大会 ⑤ 新春のつどい等 

 

第11地区 

・地区情報交換会を開催する。（予定：8月 夏季情報交換会、2月 新年情報交換会） 

・城南支部学術研修会を企画開催する。（開催時期未定） 

・地区学術研修会を開催する。（予定：10月頃） 

・地区委員会を年9回開催する。（2月、8月、12月を除く） 

・未入会者には積極的に入会促進をはかる。 

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。 

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。  

・小野賞を選考する。 

・地域の清掃ボランティア活動等の企画立案。 

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。 

① 予算総会 ②決算総会 ③術研修会 ④きめこまかな生涯教育 ⑤学術大会（日本診療放射線

技師会・関東甲信越地域）⑥学術講演会 ⑦スポーツ大会 ⑧新春のつどい等 

 

第12地区 

・地区研修会を開催する。（予定：2019年2月） 

・支部研修会を第13地区と合同で開催する。（予定：2020年3月） 

・地区委員会を年６回開催する。（開催日はその都度日程調整する） 

・地区会員名簿のメンテナンスを行うと同時に会員入会を促進する。 

・小野賞を選考する。 

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。 

① 総会 ②学術研修会 ③きめこまかな生涯教育 ④学術大会（日本診療放射線技師会・関東甲

信越地域）⑤レクリエーション ⑥新春のつどい等 

 

第13地区 

・地区委員会を年6回開催する。（開催月は奇数月とし、開催日はその都度日程調整する。年間の東放技

予定表を地区委員へ送信する） 



・支部研修会を第12地区と合同で開催する。（2019年度は第12地区担当開催時期未定） 

・地区研修会を開催する。（２回開催を目標に年度計画を進める） 

・地区会員名簿を見直すと同時に会員入会を呼びかけていく。 

・東京都診療放射線技師会・日本診療放射線技師会主催の研修会などへの参加を促進させる。 

① 総会 ②学術研修会 ③きめこまかな生涯教育 ④学術大会（関東甲信越学術大会）⑤レクリ

エーションへの参加 ⑥新春のつどい等 

 

第14地区 

・地区（親睦会）を開催する。（予定：2019年8月、開催場所：未定） 

・支部研修会を開催する。（予定：2019年7月） 

・第14地区の施設見学会を行う。 

・地区委員会を年10回開催する。（第2水曜日を開催原則とする） 

・未入会者への入会促進。 

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。 

・中央区健康福祉まつりへの参加。（予定：2019年10月） 

・地区委員予備軍を増やす。 

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。 

① 総会 ②学術研修会 ③きめこまかな生涯教育 ④学術大会（日本診療放射線技師会・関東甲

信越地域）⑤学術講演会 ⑥スポーツ大会 ⑦新春のつどい等 

 

第15地区 

・地区主催活動（研修会・情報交換会）を開催して活性化を図る。（予定：下半期） 

・城南支部研修会開催を主管地区として行う。 

・地区委員会を年6回程度開催する。（隔月第2金曜日開催原則） 

・地区委員の増員をして地区活性化を図る。 

・未入会者には積極的にパンフレットを郵送し、また電話・メール等で積極的に入会促進をはかる。 

・地区会員名簿のメンテナンスを行い、必要な情報伝達の充実を図る。 

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。  

・地区会員連絡網のメンテナンスを行う。 

・小野賞を選考する。 

・城南支部の地区（4・8・11・15）間の連携を強化する。 

・OTAふれあいフェスタにスタッフとして参加要請をする。 

・技師会行事を地区会員へ積極的に広報して参加の呼びかけを行う。 

② 総会 ②学術大会（日本診療放射線技師会・関東甲信越地域）③学術研修会 ④きめこまかな

生涯教育 ⑤親睦行事 ⑥OTAふれあいフェスタ ⑦新春のつどい等 

 

第16地区 

・地区（研修会・懇親会）を開催する。（予定：2020年2月頃）  

・支部研修会を開催する。（予定：2019年10月頃） 

・地区委員会を年11回開催する。（原則第3木曜日 8月は休会） 

・新入会の進め入会活動を積極的に行う。 

・地区会員名簿のメンテナンスを行う。 

・地区委員会連絡網のメンテナンスを行う。  

・地区会員連絡網のメンテナンスを行う。 



・小野賞を選考する。 

・技師会行事を地区会員へ積極的に参加呼びかけを行う。 

① 総会 ②学術研修会 ④きめこまかな生涯教育 ⑤学術大会（日本診療放射線技師会・関東甲信

越）⑥学術講演会 ⑦スポーツ大会 ⑧新春のつどい等 

 

 

3．特別委員会 

 

表彰委員会 

・表彰規定に基づき叙勲およびその他の団体表彰候補者の選考・審査を行う。 

・東京都診療放射線技師会 各功労賞候補者および団体の選考・審査を行う。 

 

SR推進委員会 

・定款に基づく本会の事業の推進を図る。 

・委員会開催。（10回程度） 

・緊急被ばく医療研修会実施。 

・災害対策に関する啓発活動。 

 

国際委員会 

・世界の診療放射線技師の状況を把握するため、ISRRT（世界放射線技師会）やAACRT（アジア・オース

トラレーシア放射線技師会）、EACRT（東アジア地域放射線技師会）の動向及び学術大会などの情報収

集を行う。 

・SRTA（ソウル特別市放射線士会）など、相互学術交流の推進。 

・国際交流を推進するための情報収集及び準備を行う。 

・学術交流のための準備を行う。 

・SRTAメンバーの関東甲信越診療放射線技師学術大会（東京）受け入れ。 

・SRTA学術大会への参加。（派遣演題2演題予定） 

 

2019年度関東甲信越診療放射線技師学術大会実行委員会 

・実行委員会を開催する。（8回程度） 

・学術大会開催の準備・実施・報告書の作成などを行う。 

以上 


